
















れた模擬授業案は 150 を超え，前回1 はその中の一部，中学校 1 年生の
文法事項を教える際のアクティヴィティーを紹介した。今回は，東京書
籍発行の NEW HORIZON に収められている，Speaking Plus というコ
ミュニケーション能力育成を目的としたパートを取り扱う際の模擬授業
案の中から比較的優れていたものを紹介していく。




















　幸いなことに，Speaking Plus の Tool Box には，様々な状況を想定した表現がいくつか







2. Speaking Plus に出てくる場面設定



























3. 「電話の会話―電話の応答，招待する」（NEW HORIZON 1, p. 80）2
　ここでは，下記の会話のように，リサがビンをパーティーに誘う場面が設定されている。
B: Hello?
L: Hello, Bin? This is Lisa.
B: Are you free on Saturday? We’re planning a party.
B: Yes, I’m free. What time?
― 82 ―
愛知大学　言語と文化　No. 26
L: How about noon?












ペアワークの会話練習時に使用する参考資料 1 のようなワークシートと，参考資料 2 のよ
うな予定表（A ～ D まで 4 種類）を作る。今回は紙面の都合上，予定表 A しか載せていな






（1） 教科書の Step 1, Step 2 まで進め，モデル対話をペアで練習させる。













（5） 上記でも少しふれたが，各ペアのワーク内容は次の通りである。まず B さんが自分の
















4. 「ちょっとお願い―許可を求める， 依頼する」 （NEW HORIZON 1, p. 90）3
　1 年生の後半，Unit 10 で助動詞の can が登場することもあり，ここでは許可を求めたり，
依頼をしたりする場面が設定され，“Can I ～ ? ” と “Can you ～ ?” という表現に焦点が

















（1）教科書の Step 1 と Step 2 まで進め， “Can I ～ ?” と “Can you ～ ?” の表現の定着を
はかる。
（2）参考資料 3 に載せたワークシートを配り，ペアを作った後で，載せてある文章を相手
に質問し， “Yes, I can. / No, I can’t” か “Yes, you can. / No, you can’t.” で答えても
らう，というペアワークを行う。このペアワークの狙いはワークシートに載せてある
“Can I ～ ?” と “Can you ～ ?” の文章に慣れることなので，ペアの相手が “Yes, ～ .”
で答えようが，“No, ～ .” で答えようが関係なく進めていく。
（3）次に 4 人一組になり，先の疑問文を今度はグループで教師に質問することになるのだ






“Yes, ～ .” で，授業中行うことが好ましくないものには “No, ～ .” という様に答えていく
が，たまにひっかけで，“Can you read the textbook?” に対して “No, I can’t. I’m tired.” 









5. 「電話の会話―取り次ぎをたのむ」 （NEW HORIZON 2, P. 48）4
　2 年生になり，“can” 以外の助動詞が続々と登場し，この場面では，“May I speak to ～ , 
please?” という表現を用いての電話の会話を練習することができるようにデザインされて
いる。3 年生の「電話の会話―申し出る，伝言を頼む」(p. 66) で，話したい相手が不在の








（2） 生徒たちを，電話をかける B パート（女子生徒）と，電話をうける A パート（男子生徒）
の 2 つのグループにわける。アクティヴィティー中，A パートの生徒たちは間隔をあ
けて椅子に座って待ち，提示された 3 つの名前の中から（今回の場合は，Mike, John, 
Paul）の中から好きなものを各自選ぶ。




（4） 一人との会話練習が終わったら，B パートの生徒は他の A パートの生徒のところへ行
き，同じことをする。これを何度か繰り返していくが，一度会話練習を行った相手と
は再び会話練習を出来ないこととする。ある程度時間が経過したら，選ぶ名前を女性






ているので，今回最初に紹介した「電話の会話―電話の応答，招待する」（NEW HORIZON 1, 
p. 80）のアクティヴィティー内容を，復習もかねてその部分に組み込んでもいいかもしれ
ない。
6. 「食卓で―ものをすすめる」 （NEW HORIZON 3, p. 38）5
　このパートは，「コンサートに行こう―さそう，提案する」(p. 28) で登場した “Would 
you like to ～ ?” に引き続いて，“Would you like ～ ?” で人にものを勧める表現と，その
勧めを受け入れたり断ったりする表現を学べるようにデザインされている。
A: Please help yourself.
B: Thank you.
A: Would you like some more?
B: Yes, please. It’s delicious.
A: What would you like to drink?
B: May I have some water?
A: Of course. Would you like another piece of cake?
B: No, thank you. I’m full.
繰り返しになるが，この場面においても，相手がどのように答えるか分かった上で， 
“Would you like ～ ?” の表現を機械的に音読していくのと，相手がどのように答えるか分
からない状況で，相手に “Would you like ～ ?” と質問してみるのとでは，やはりこの表
現の身に付き方に差が出てくると考える。
［準備］
様々なデザートの絵が描かれたカードもしくは一覧表を準備する。NEW HORIZON 1 の




(NEW HORIZON, English Course 1, p. 120)　　　
［指導］
（1） モデル対話をペアで練習する。
（2） デザートの絵が描かれたカード，もしくは一覧表を生徒に配り，今回のように 8 種類
のデザートが描かれているなら，「大好きなもの 3 つ」，「好きなもの 3 つ」，「それほど
好きでないもの 2 つ」という感じで各自分類させる。
（3） そして再びペアワークに移るが，今度は，先の会話文の最後の 2 行だけは，下記のよ
うにし，相手が大好きそうなものを推測して発話を行うようにする。
 A: Of course. Would you like more　　　　　　　　　　　　?
 　　　　　　　　　→
 ［勧められたもの大好きなものだった場合］
 B: Yes, please. That’s my favorite!
 ［勧められたものが好きなものだった場合］
 B: Yes, please. That’s delicious.
 ［勧められたものがそれほど好きでないものだった場合］
 B: I’m sorry. I’m full. I can’t eat it.








もし，cake とか ice cream 等に人気が集中しそうな場合は，「同じものを連続で勧めては
いけない」というルールを設けたり，教師側の方で機械的にデザートの好みを振り分けた
りしてしまう，というのも一つの手である。そして，もし時間に余裕があるなら，“May I 
have seconds?” や “That smells good” 等の Tool Box に記載されている表現も会話の中
に取り入れていきたい。
7. おわりに






















　　B: Hello, ( 相手の名前 ) ?  This is ( 自分の名前 ).
　　A: Hi, ( 相手の名前 ).
　　　　　　　　　→
２．相手を誘う
　　B: Are you free on ( 曜日 ) ?
　　A: Maybe. What time ?
　　B: How about ( morning / noon / evening ) ?
　　　 Let’s ( プランを提示して誘う )
　　　　　　　　　→
　（予定が空いていて誘いを受ける） 　　（予定があるので誘いを断る）
　　A: OK, See you then. Good Bye! 　　　 A: Oh, sorry, I’m busy.
　　B: Bye.    　　　 B: Oh, I see. Next time!




Let’s Make a Plan !!












Club Activity Club Activity
Evening
Volunteer Volunteer Club Activity Club Activity
<Morning Plan>   <Noon Plan>   <Evening Plan>
 ・eat breakfast    ・eat lunch    ・eat dinner
 ・play tennis    ・go swimming    ・go to movies







  自分が許可を得るときは  Can (    ) open the window?
  人にお願いする時は    Can (    ) open the window?
　　　＊より丁寧に人にお願いする時は，Can の代わりに Could を使います
《アクティヴィティー》
１．隣同士で下の表の質問文を質問し合おう。




Questions Points Yes/No Total
1 Can you open the door? 15
2 Can I move my desk? 15
3 Can you say it again? 10
4 Can you finish this class early? 10
5 Can you read the textbook? 10
6 Can you close the window? 10
7 Can I wash my hands? 10
8 Can I ask a question? 5
9 Can I drink water? 5






Make a Call ♪
A の人は（Mike, John, Paul）の中から毎回名前を一つ選んでください !
～電話の会話～
　A: Hello?
　B: Hello. This is  自分の名前　　　　　　　　 .
　　 May I speak to ( Mike,  John,  Paul ), please?
　　　 ＊ B の人はカッコの中から A の人が選んだ名前を当ててみよう！
　（選んだ名前が一致したら）	 　　　　　	（選んだ名前が一致しなかったら＝留守）
　A: This is  A が選んだ名前 .  　　	A: Sorry, but he’s out.
　B: Hi,  A が選んだ名前 .  　　	B: OK. I’ll call back later.
　A: Hi,  B の名前 . What’s up?
　B: I’m going to Shin’s to play video games.
　　 Why don’t you come?
　A: OK. See you there.
　B: OK. Bye.
